
当院は医療従事者の負担軽減及び処遇の改善を
目的として以下に取り組んでいます。

【看護職員に対する負担軽減に関する計画】

○看護業務の効率性を図り、安全な看護ケアを促進する。

○看護補助者と看護職員の業務分担を見直し、看護補助者の業務を拡大する。

○薬剤師による入院患者の持参薬の確認業務を拡充する。

○臨床検査技師による病棟での業務支援（採血・検体採取等）を拡大する。

○リハビリテーションスタッフによる病棟看護師へのリハビリテーションの実技支援や、病棟での業務
支援（気管内吸引等）を推進する。
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